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ユダヤ人シャガールとロシア芸術-≪生≫ (1964年)の考察-
TheJewishChagalandRussianArt:AninterpretationofLaVie(1964)-
梶 原 麻奈未
はじめに
マルク･シャガール (1887年ベラルーシ生まれ-1985年フランス没)の後期作品では､ユダヤ教的
世界のモティーフや場面と共にしばしばキリストが描かれる｡この時､ユダヤ人が神を描くという開
溝 1のほか､旧約聖書の場面にキリストが登場することが問題になる｡ これに加え､後期作品の一つ
≪生≫(1964年 図 1)では新郎新婦､恋人達や道化が登場する｡
≪生≫の画面上方には太陽が措かれ､その光輪の中に魚や天使や動物があり､太陽のすぐ左にはイ
スラエルの民に石板を示すモーセが描かれている｡さらにその左には沈没する船と海にはじきだされ
る人々､その下にはユダヤの結婚式に用いる天蓋と幼児を抱く新郎新婦､その左に鳥のような生物､
さらにその左にトー ラーを抱き､額に聖句箱 (申命記11･18)を付けたラビが措かれる｡その下には
≪安息日≫(1910年 図 2)と同じ構図があり､その右隣には繭形の雲の中に横たわる恋人達があり､
画面中央下側にセーヌ河とエッフェル塔がある｡ これらのモティーフの合間で､音楽を奏でたり､曲
芸を行ったり､人と獣が一体化していたり､頭部のない道化連がカーニヴァルを形成する｡旧約聖書
にも新約聖書にも登場することのないこのカーニヴァルは主題とどう関わるのか｡新郎新婦の意味は
何か｡この作品の主題は何か｡
本論ではシャガールの後期作品≪生≫ (原題は "Life")を通じてこれらの問題について考察する｡ 
1 ユダヤ教的世界のモテイープとキリストを併置する目的
まず､≪生≫における魚が何を意味するかが問題となる｡ 魚はシャガール作品に頻出するモティー
フの一つだが､それが食物を意味する時は≪天蓋の花嫁≫(1949年 図 3)のように皿に載った状態で
描かれ､一般的な魚を意味する時は≪日没≫(1967年 図 4)のように海や河に措かれる｡一方､≪生
≫の魚は≪人類の創造≫(1956-58年 図 5)の礁刑像のように太陽の光輪の中に描かれ､脇に十字架降
下の梯子が立て掛けられている｡ 梯子はサーカスが主題の作品にもみられるが､太陽にかかっている
時には意味が異なる｡
ユダヤ教では太陽が神の創造した業として語られ (創世記1･14､詩篇74･16､136･8､148･3､ 
148･5)､太陽と奇跡的な出来事が結びつき (ヨシュア記10･12-13､イザヤ書38･8)､太陽で神の
威光が示され(マラキ書3･20)､預言者の災いの告知は太陽が暗くなることを述べる(エレミヤ書15･ 
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シャガールの聖書の挿絵版画 (1930-56年)2中≪エルサレムへの約束≫ (イザヤ書54章) (図 6)や
≪イザヤの祈り≫ (イザヤ書64･6)(図 7)でも､太陽の中にヘブライ文字で神の名称が書き込まれ､
太陽が神そのものを象徴する｡同様に､≪人類の創造≫や≪生≫でも太陽は神を象徴し､その光鈴に
関わる魚はキリストを意味し､梯子は十字架降下の梯子を意味すると考えられる｡
次に､このキリストを意味する魚がユダヤ教的世界のモーセと共に措かれることが問題となる｡
ユダヤ教では神と人との間には断絶があり､神の姿を見ることは許されず (出エジプト記33･20)､
モーセが受けた十戒の第二戒 (出エジプト記20･4-5)や申命記 (4･15-24)にあるように､いかな
る形の像も礼拝の対象として造ってはならないとユダヤの神は命じている｡その一方､ユダヤ教から
展開したキリスト教的世界では受肉した神がこの世に現れ､人類のために死んだため､原罪が克服さ
れる｡
≪生≫では原罪が克服されると同時に､旧約と新約という異なる二つの世界がつながるのだろうか｡
異なる二つの世界をつなぐ表象について､例えば油彩画≪イサクの犠牲 ≫(1960-66年)では背景に
十字架を担ぐキリストの姿が措かれている｡この作品だけみれば､パウロの手紙とヘブライ書にある
ような､旧約聖書のなかで素描された予型的表現が引き続いて新約聖書のなかで展開されるという思
考法をシャガールが持っているように思われる｡しかし､聖書の挿絵版画の方の≪イサクの犠牲≫に
はキリストの姿がなく､さらに､聖書の挿絵版画の場面選択はマイヤー ･シャピロが指摘するよう
に3シオニズム的であり､近代美術の文脈で考えても個性的である｡ここでは､神から契約や律法を
受け取り､ユダヤ人共同体を成立させた偉大な祖先が登場する場面や､ヨシュア､ダヴイデ､ソロモ
ン､預言者連によるユダヤ民族性を獲得する場面､高潔かつ孤独に耐える預言者達､神の幻視とイス
ラエルの不幸と慰めの預言の描写に重点が置かれるのである｡中世や近代の芸術家が好んで取り上げ
る場面は必ずしも措かれず､旧約聖書に対する極めてユダヤ的かつシオニズム的な態度が明らかにさ
れる｡従って､この聖書の挿絵版画における≪イサクの犠牲≫は旧約聖書のなかで素描された予型的
表現が引き続いて新約聖書のなかで展開されるという思考法ではなく､ユダヤ人の偉大な祖先を意識
したものと考えられる｡
このように､旧約聖書に示された予型的表現が新約聖書のなかで展開されるという思考法はシャ
ガールの作品に必ずしも表れるわけではない｡さらに､≪生≫では新郎新婦､道化といった聖書以外
のモティーフが関わるため､ユダヤ教的世界のモティーフとキリストとの併置の意味は異なると考え
られる｡
この新郎新婦は､結論からいえば､神と人間との真の関係を表現している｡もちろん､シャガール
の全作品の新郎新婦が神の世界に関わるわけではない｡現実世界の社交的な意味でシャガールは若い
幸福な恋人達を非常に好んでいた 4し､≪エッフェル塔の新郎新婦≫(1939年)のように､ジャン･コ
クトー の同名の戯曲に着想を得た作品もある｡よって､≪生≫の新郎新婦が持つ意味は周囲のモティー 
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フとの関連の中で考察すべきである｡
花嫁に関して､もともとユダヤ教的世界では神とイスラエルとの真の関係が ｢結婚｣というイメー
ジで措かれていた｡イスラエルの霊的姦淫 (偶像崇拝)の罪を例証するために預言者ホセアは自分の
不幸な夫婦関係を用いた (ホセア書 ト 3章)｡それが表象されている 5のがシャガールの聖書の挿絵
版画の後に制作された三大モーセ画の第三作≪錠の板を割るモーセ≫ (1955-56年 図 8)である｡
この作品では画面左側に天蓋下の新郎新婦が措かれている｡これは旧約聖書における神とその民との
間の婚礼関係の比倫 (イザヤ書62･5)の可視化といえる｡この≪錠の板を割るモーセ≫では､一方
で民族の没落と姦淫を金の牛で象徴し､もう一方で神とイスラエルとのあるべき真の姿を天蓋の下の
新郎新婦で象徴する｡また､≪出エジプト≫(1952-66年 図 9)や≪モーセの受戒≫(1950-52年)等に
おける錠の板を抱えるモーセと花嫁も同様の意味をなす｡これらの作品同様､≪生≫の新郎新婦も錠
の板を抱えるモーセと共に描かれていることから､神と人間との間の真の関係を示すと考えられる｡
その子供は罪からの解放を担うところの救い主ではなく､キリスト教的世界に対する皮肉を込めた聖
家族の一員 6でもなく､神とイスラエルの民との関係の結果授かる子供であり､ユダヤ人の信仰の証
である｡
このように神と人間との真の関係を ｢結婚｣で象徴することに関していえば､キリスト教花嫁神秘
主義が用いるように､雅歌も影響した 7と考えられる｡
さらに､19世紀にソロヴイヨフ(1853-1900年)がソフィア論を発展させ 8､これがロシア象徴主義
運動に影響を与えたことも重要である｡ソフィア (智恵)は旧約聖書､とくに智恵文学にさかのぼり､
西欧や正教会の教会史の伝承において､父なる神と並んで女性として具現された｡特に 『ソロモンの
知恵』ではソロモンが知恵を神の花嫁とよぶ｡また､蔵言 (8･22-31)にあるように､智恵は主な
る神の世界創成に先立って､太初に神と共にあった人格的存在とみなされている｡
同様に､カバラー的思考の最古の記録でも世界に内在する神の女性的要素が ｢永遠に女性的なるも
の｣の象徴として述べられる 9｡ここでは神の内在は女王､神の娘にして花嫁､イスラエルのひとり
ひとりの母親なのである｡
これらのうち､特にソフィア論に関わったことがシャガールにとって大きな契機となる｡ソロヴイ
ヨフの弟子フロレンスキーがソフィアが擬人化されたイコンを紹介し10､また､ソロヴイヨフの影響
を受けた詩人が ｢永遠に女性的なるもの｣を題材に作品を作っているためである｡
シャガールは詩人との結びつきが強く､ロシア象徴主義運動を代表する詩人アレクサンドル ･ブ
ローク(1880-1921年)を敬愛していた11 1909年には≪ベラ≫ (図10)が制作されたが､この作品で｡ 
ベラはブロークの詩集 『うるわしの淑丸 ]12を携えている｡シャガールがベラの死後もその肖像を措
き続けたのは､単なる思い出ということのほかに､ブロークがメンデレ-エワを世界の変貌をもたら
す神秘の女性ソフィアの像と一体化させたように､現実の女性ベラに観念的な意味を重ねたことによ
る｡ 
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こうして､旧約聖書における神とその民との間の婚礼関係の比倫やユダヤ神秘主義のカバラ思想に
おける神に内在する女性的要素に加え､ロシア象徴主義の詩人に親しんだことにより､シャガールは
神と人間との間の真の関係を新郎新婦や花嫁で象徴するようになったと考えられる｡
≪生≫における新郎新婦以外の重要なモティーフに関していえば､モーセが抱える石版は､それが
下に向けられていることから､神から二度目に受け取った石版をイスラエルの民に示していることが
わかり､神との新たな真の関係性が強調される｡また､画面左側の トー ラーを抱き締めるラビによっ
て錠のある喜びが表現される｡ ユダヤ人にとって極めて重要な 『トー ラー』 (詩篇119)13はシャガー
ルの作品に頻繁に措かれ､彼岸と此岸の一致､それに伴う神の世界の可視化に貢献する｡
このように､≪生≫に措かれた新郎新婦､ トー ラー､ トー ラーを抱くラビ､石板を抱えるモーセは
全てユダヤ人と神との十全な関係を示す｡これらのモティーフとの関連の中では､魚は罪からの解放
を担うところの救い主ではなく､新郎新婦の子供同様､神とイスラエルの民との十全な関係の象徴で
あり､ユダヤ人の信仰の証である｡
さらに､新郎新婦の左に措かれた鳥のような動物とその下の繭形の雲は油彩画≪エデンの楽園≫ 
(1961年 図11)に描かれたモティーフと同一であることから､堕罪以前の楽園に属すものと考えられる｡
その下のヴイテブスク時代の家族の団柴は≪安息日≫(1910年 図 2)と同じ構図である｡≪安息日≫
ではパリにおける望郷､家族愛が主題だが､≪生≫では他のモティーフとの関連から､安息日そのも
のの持つ意味が強くなる｡つまり､神による創造の偉業の記念を示し､神をたたえるのである｡
こうしたことから､画面左上の戦禍に苦しむ人々は､ トー ラー､ トー ラーを抱くラビ､石板を抱え
るモーセ､魚､新郎新婦､新郎新婦の子供によって象徴される救済によって購われ､安息日や楽園に
属すモティーフがこの救済を補足すると考えられる｡この救済は罪からの解放を担うところの救い主
を抜きにした特殊な救済である｡
それでは､道化達が形成するカーニヴァルは一体何を意味するのか0 
2.シャガール作品における道化とカー二ヴァル
シャガール作品におけるカーニヴァルの意味は大別して 2つある｡ 1つはモスクワのイディッシュ
室内劇場の壁画≪ユダヤ劇場への入場≫(1920年 図12)にみられるような民衆の祝祭であり､もう 1
つは≪生≫にみられるような､宗教的主題下のカーニヴァルである｡
≪ユダヤ劇場への入場≫は道化のアクロバットが措かれた､広場の民衆劇やサーカスに近い作品で
ある｡この点についていえば､総じてロシア･アヴァンギャルドにはミハイル ･バフチン(1895-1975
午)のカーニヴァル的世界観14が備わっていた｡十月革命後数年間､ロシア ･アヴァンギャルド芸術
運動に関わった者たちの創造の理解にはバフチンのカーニヴァル論が有効なものが多い15｡また､バ
フチンは1920-24年の間ヴイテブスクに住んでおり､シャガールとも面識があったことから､この時 
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期の作品はバフチンのグロテスク ･リアリズムと関連付けて述べられることが多い｡≪ユダヤ劇場へ
の入場≫では､道化がひしめきあう祝祭的雰囲気とバフチンが結び付けられ16､また､シャガールの
舞台作品はバフチンのカーニヴァル性を持つものとみなされ17､さらに､カーニヴァル性やポリフォ
ニーの概念がシャガールの作品と一致するとみなされた18｡
しかし､シャガールの作品全てをバフチンのグロテスク･リアリズムで説明するのは困難である｡
≪生≫にあるように､カーこヴァルが宗教信仰の象徴と併置されているためである｡
ここでバフチンのカーニヴァル論に戻れば､中世の文学全てがグロテスク ･リアリズムに即してい
たわけではないことに気づく｡グレーヴイチ (1924年 -)によれば､中世の笑いの形式には格下げがな
い神聖なものがある｡喜劇的な原理は､極端にまじめなもの､さらには恐ろしいものと複雑に掬い合
わさって登場する19｡一見すると楽しく喜劇的なことがらも､実際には悲劇的で恐ろしく､時には極
めてまじめなことすらある｡ また､フレイデンベルグ(1890-1955年)も古代の非力一二ヴァル的な滑
稽の諸形式について述べている｡このため､シャガール舞台作品の役割についてバフチンではなくフ
レイデンベルグを用いた説明が試みられたことは必然的である20｡
フレイデンベルグによれば､古典古代の天と地の統合､すなわち男性原理と女性原理の統合にみら●
れる豊穣は死者の蘇りの儀式として示される｡ダンス､回転､とんぼがえり等々はフェンス付きの広
場で行う､太陽を模倣する運動である21｡ 同様の運動は墓地でも行われる｡広場ではジャグラーや民
衆俳優は参加者の笑いを誘うが､ここにバフチンの笑いはない｡こうして､広場での太陽を模倣する
運動は死者を太陽のように蘇らせ､現代のサーカスの前身を形成し､キリスト教以前の異教的呪術と
劇場が競合されるのである｡
このような古典古代の呪術的儀式と劇場の統合は､ユダヤ教では､16世紀からイタリアに現れたと
いわれるプリム祭の劇にあったとされるが､カーニヴァルという観点からすれば､そもそもエステル
記にその下地が認められる｡つまり､虐殺されるはずだったユダヤ人と権力者の形勢が逆転し､殺さ
れるはずだった日が喜びと歓喜と宴と祝いの日に変わった (エステル記 8-9章)22のである｡こうし
てプリム祭ではエステル記の巻物が読まれ､エステル記を主題にした寸劇23や仮装行列24が行われ､
御馳走が用意され､ハマンの人形が焼かれたり壊されたりする25ようになった｡このカーニヴァルは
異教の要素を強く持つが､その一方で聖書に由来し､信仰心を強化する作用がある｡
このことから､シャガールにとってカーニヴァルはユダヤ教の信仰心を強める意味を持っていたと
考えられる｡これが≪生≫のカーニヴァルの持つ意味である｡
さらに､カーニヴァルにおける舞踏も旧約聖書において肯定される0
旧約聖書では舞踏は祝祭と喜びの表現であった｡神に対する賛美は音楽と踊りを伴い (詩篇87･7､
ハシディームの歌149･3､150･4)､神は嘆きを踊 りにかえる (詩篇30･12)｡ミルヤムは紅海を渡
る民の行列の後について､彼等の勝利の詩をうたい､踊る (出エジプト15･20)｡戦士は舞う女によっ
て迎えられ (土師記11･34､サムエル記上 18･6)､雅歌 (7･1)ではシュラムの女が踊る｡契約 
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の箱がシオンの山に運ばれた時､ダヴイデは神の前で力の限り踊り回る (サムエル記下6･14､6･ 
16)｡また､踊りは来るべき救済の時の神の約束のうちの 1つである (エレミヤ書31･4)0
このように旧約聖書で肯定された礼拝の舞踏はハシデイズムでは踊りによる快惚として典礼に取り
入れられたことが知られている｡
以上のことから､≪生≫におけるカーニヴァルの表象は､ トー ラー､ トー ラーを抱くラビ､石板を
抱えるモーセ､魚､新郎新婦､新郎新婦の子供のモティーフによって示された特殊な救済を補完し､
この救済の喜びを示すことがわかる｡
このカーニヴァルにおける道化の身体表現も特徴的である｡作品全体にみられる平面的な図と非量
塊的なモティー7､道化の身体の粗雑な造形に加え､不器用な身振 りによって道化の滑稽さが増し､
後に述べる道化の不気味な身体を相殺する｡このような身体表現は様々な画家から影響を受けて形成
されたため､このことが逆にプリミテイヴイスムにおけるシャガール作品の位置づけを難しくしてい
る｡
例えば≪ユダヤ劇場への入場≫と同年に描かれた舞台作品≪俳優ソロモン･ミホエルス≫(1920年
図13)における身体表現はロシア構成主義に接近する26が､長くは続かなかった｡
その理由は亡命後のシャガールがロシア ･アヴァンギャルドの影響から脱却しようと努めた27こと
による｡画家はレーニンを一時期支持していたし28､ロシア民衆のためにヴイテブスクを改善しよう
と奔走し､通りや家屋まで塗ろうとした｡だがシャガールによる緑の牝牛や空とぶ馬は民衆に理解さ
れるものではなかった29｡ しかもウノヴイスの理念に反するため､ロシア ･アヴァンギャルドの画家
たちからの遅れが目立つようになり､ついにはマレーヴイチ (1878-1935年)やリシツキー(1890-1941
年)らによってヴイテブスクから追い出されることになったのである｡
また､シャガールの初期作品におけるサーカスが主題の作品ではキュビスムやピカソの初期シュル
レアリスム時代の身体表現からの影響がみとめられるが､次第にそこから脱するようになった｡この
影響は､当時のシャガールにとって､既に他人が開発した様式の模倣だったためである｡シャガール
は第一回目のパリ時代からピカソを意識しており､アポリネールにピカソとの面会を頼んだ30ほど
だったが､同時に敵慢心も激しく､作品≪ピカソを思って≫(1914年 図14)では､ピカソの作品を模
倣した人体を措き､画中に邦捻する文章31を入れている｡この作品制作後もしばらくはピカソからの
影響が残るが､徐々にこのような身体表現は減っていった32.
こうした表現を経て､≪生≫では子供が措いたような滑稽で稚拙な表現になるが､これは≪生≫以
外でも､例えば､聖書の挿絵版画 (1930-56年)≪ミルヤムの踊り≫(図15)や≪ダヴイデと獅子 ≫(図16)､
油彩画≪ヤコブと天使 ≫(1960-66年)に示されている｡特にダヴイデと獅子は戦おうという意思すら
感じさせず､身体全体を伸びあがらせる動きをするだけで､｢デュエットのダンス｣33になってしまい､
滑稽34な様相を呈するのである｡
≪生≫でもこのような稚拙さと滑稽さが見出されるが､これは道化の不気味な身体を相殺する作用 
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を持つ｡道化の不気味な身体とは､人間と動物の融合というメタモルフォーゼと斬首である｡≪生≫
以外でも､シャガールの作品においてこの2つの要素は道化を方向づける｡例えば､≪チャップリン 
≫(1929年 図17)では道化の記号は人間と動物の融合というメタモルフォーゼと頭部の切断である｡
人と獣が一体化し､半分獣で半分人間の道化が描かれることに関していえば､ハシデイズムと古典
古代の文化､そして中世カーニヴァルの間には人間は自然から分離しないという共通点があり､ルネ
サンス期の造形芸術､文学､フォークロア､民衆的祝祭､カーニヴァルの誇張的諸形態に表現された
｢グロテスク的肉体｣のイメージとつながりを持つ｡ルボーク (民衆版画)もまた､人間と自然との
未分化という要素を持つが､ロシア･アヴァンギャルドにおけるルボークの使用とは異なり､シャガー
ルにとって人間は実際に自然から切り離しがたいものだった｡人間の魂はハシデイズムの輪廻によっ
て動物や植物になり得る｡このような基盤に加えて､シャガールは1930年代からデペイズマンやメタ
モルフォーゼの手法を意識的に用いるようになり､馬や牛の頭部､鳥の羽や脚までが人間と融合され
た｡こうして､ トー テム信仰のような､人と獣が一体化したような表象が数多く描かれたのである｡
このような人間と自然との未分化から生まれた表象のうち､頭部が鳥､身体が人間という場合には､
ハガダーからの影響が考えられる35｡ さらに､≪婚約者に捧ぐ≫(1911年)のように､身体が牛の場合
はギリシア神話からイメージをとり､これを自由に使用したと考えられる｡≪生≫の双頭の道化や≪
窓から見たパリ≫(1911年)の双頭の人間も､同様に､双面神ヤヌスに由来する｡
このような人間と獣との一体化のほか､異様な身体として､≪生≫では斬首された道化が描かれる｡
この ｢切られた首｣というモティーフは19世紀末西欧で流行したモティーフである36｡その他ロシア
では､ブルリョ-ク(1882-1967年)の≪頭部のない理髪師≫(1912年)からの影響や､シャガールがズ
パンツェヴァ学校時代の一時期師事していたドブジンスキー (1875-1957年)の作品≪床屋の窓≫ 
(1906年)､≪サンタト ペテルプルグの夜≫(1906年)からの影響も考えられる37｡
このようにして描かれるようになった斬首が≪生≫ではチェロと融合する｡この場合はダリのよう
に身体の一部が無生物の物体に変化する作品から影響を受けたと考えられる｡また､同時代の文学作
品にも人体が楽器と融合する描写があり38､これらの影響を受け､シャガールの作品に人体と楽器と
の融合が頻繁に措かれるようになった｡
さらに､シャガールの場合､イディッシュ語慣用句をそのまま可視化したことにより､斬首が措か
れることもあった｡イディッシュ語の慣用句で斬首は ｢心がさまよう｣ ｢幻想 ･空想をみる｣という
意味であり､初期作品≪ロシア､ろば､その他のものたちへ≫(1911年)に通用されている39｡ この作
品では乱しぼりの女性が子供が仔牛と一緒に牛から直接乳を飲んでいるのを見て驚き､自分は幻想を
見ていると考えたため､この場面を表現するのに斬首というモティーフが使用されたのである｡
シャガールの≪生≫に関していえば､モティーフが道化であり､しかも斬首された頭部がチェロの
弦の一番上に据え付けられ､あたかも人体の一部が楽器であるかのように措かれていることから､イ
ディッシュ語慣用句の表象ではなく､不気味さによる思いがけない効果を生み出したり､死と復活の 
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イメージをもたらすためにこれを措いたと考えられる｡
このように､≪生≫の道化の身体には古典古代のグロテスクと近代のグロテスクの表現が共存する｡
しかし､道化の不気味な身体は子供が描いたような稚拙で滑稽な表現によって相殺される｡その舞踏
は旧約聖書に由来し､崇高さと俗の逆転ではなく､信仰心を強める意味を持ち､≪生≫の救済､つま
り､罪からの解放を担うところの救い主を抜きにした特殊な救済を補強するのである｡ 
3.結 論
≪生≫の主題は罪からの解放を担うところの救い主を抜きにした特殊な救済とその喜びである｡こ
の救済は､旧約聖書における神とその民との間の婚礼関係の比喰やユダヤ神秘主義のカバラ思想にお
ける神に内在する女性的要素や､ソフィアからの影響により新郎新婦で象徴される｡この新郎新婦に
加え､ト ラ一､ トー ラーを抱くラビ､石板を抱えるモーセは全てユダヤ人と神との十全な関係を示
すoこれらのモティーフとの関連の中では､魚は罪からの解放を担うところの救い主ではなく､新郎
新婦の子供同様､神とイスラエルの民との十全な関係の象徴であり､ユダヤ人の信仰の証を意味する｡
さらに､シャガールにとってカーニヴァルはユダヤ教の信仰心を強める意味を持つ｡その道化の身
体には人間と動物の融合というメタモルフォーゼと斬首という古典古代のグロテスクと近代のグロテ
スクの表現が共存する｡しかし､道化の不気味な身体は子供が描いたような稚拙で滑稽な表現によっ
て相殺されるoこの舞踏は旧約聖書に由来し､崇高さと俗の逆転ではなく､信仰心を強める意味を持
ち､≪生≫の救済､つまり､罪からの解放を担うところの救い主を抜きにした特殊な救済を補強する
のである｡ 
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Iシャガールがハシディズムの万有汎神輪的な世界観により現実世界の物質を通じて神に属する世界を描いた
ことについて細浦 rシャガールとユダヤ美術:≪私と村≫再考｣岡山大学大学院社会文化科学研究科虫垂 23
号(2007年 3月)87-101貫を参照されたい｡ 
2 1930年に両帝ヴオラール(1868･1939年)から注文を受け､パレスチナ旅行後に制作を帥始したものである｡1939
年にヴォラールが亡くなり､さらに 9月の戦争勃発のため仕事は一時中断される｡この時点で仕上がった作品
数は 39点､大戦後フランスに戻り 1952年より制作を再開､1956年に全 105点が完成､ヴォラールの後を継
いだ著述家かつ出版業者のテリアド(本名エフストラテイオス･エレフテリアデス 1897･1983年)によって出
版される｡この聖書の仕事は画家自身が長年鵬 を練っていた作品であり､場面選択は画家に委ねられていた｡
鼓済的にも名声も安定した時期のことで､画家の聖書に対する観念がある魚座自由に表現できたとみていいだ
ろう｡ 
31956年執筆｡ 
qShpm, bgd･山ub d鮎 f Bil, Jr11P 0α鵬吻 Y,980叩 rMey c i C lS s o q 血e be肋 i 9&2* N･･17, Bd lq,
押.12ト134. 
4例えば､1956年 3月､失内原伊作とのの対萩の中で日本人に宛てて次のように挨拶している｡
｢･･･(中略)･･･善意の人々､特に若い人たち､また特に恋をしている人たちにくれぐれもよろしく｡な
ぜなら私は若い人たちが好きだし､殊に恋をしている人たちが好きだから｣
矢内原伊作 r 現代美術 月報) 93年 1シャガールの印象Jr ( J所収､みすず書房､16 0月､3頁｡
5この点に関する先行研究として次を拳牌｡ 
H血由 血鵬血融蝕nntn, 〝n曲 Bbt6dTgA17,d喝触 私血 叫 .5 .LdMm α喝び ud ie,8 Le,90V S8J6
弗釈 ロータームン卜者 佃堅輔･佐々木港共訳『シャガールと旧約聖書J､美術公輪社､1985年､102･103貢｡
丘シャガールは初期に聖家族を 2点措いているが､どちらも称輪を含むものだった｡≪聖家族 ≫(1909年)には
鎌を持った幼児が､≪聖家族 ≫(1910年)には髭を生やした幼児と子羊の代わりの豚が播かれた｡この作品の
肺 に朗して以下を参牌｡ 
Zi ms -bies"b d lseis Jks, oh sAEVl5I e,98Hb 山V tⅦ A ibih Bl,C 'Jw hh･oe"仙 f ih T,o.,d m17, e㈹wU 的iy 
ofJd em.pp.79･80. 
7実麻に雅軟がどのように表象されたかというと､シャガールの雅軟玉連作のうち､雅歌 Ⅰでは恋人連と新郎薪
舟と裸婦､Ⅱは裸婦と錠の板を持つモーセ､Ⅲは天蓋の下の新郎新婦ともうー 粗の新郎新婦､Ⅳはソロモン王
らしき新郎と新婦､Vは恋人連と裸婦､それに新婦が描かれている｡シャガールの雅歌に登場する恋人達は明
らかにソロモンの時もあれば (Ⅳ)､新称新婦 (Ⅰ､班)で表現される時もある｡前者の場合は雅歌が伝統的
にソロモンの歌と呼ばれ､ソロモンが雅歌の著者であるという考えによる｡また､ソロモンという青葉自体､
雅歌に何度か書かれている (1･1､5､3･7､9､11､8･11､12)｡
いずれにせよ､雅歌の表象からだけではシャガールが雅歌の男女にどのような意味をこめたか判断することが
できないが､シャガールがベラの慰葦のため雅軟玉連作をヴァンスの近くのカトリックの礼拝堂の生臭室に奉
納しようとしたこと､また､自伝で雅軟が実妹の葬儀の鎮魂歌のようにして書かれていることから､愛と死を
並べる雅軟 (8･6)にちなんで､シャガールは雅歌に死者を弔うような意味を見出していたと考えられる｡
雅軟玉連作をヴァンスの近くのカトリックの礼拝堂の聖具垂に奉納しようとしたことについてロータームン
ト (注 5)を参照｡
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自伝における雅歌について以下を参席｡
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邦訳 マルク･シャガール著 三輪括松 ･村上騒通釈 Fわが回想ム 朝日新聞社､1985年､89貢｡

ソフィアがシャガールの雅歌に表現された可能性が指柵されていることについて以下を参牌｡
 
H. Ⅶ 膿 "IIzW 一柳 ⅩHⅨ St6d 最印. LLa M血K88200rb C 円作 CT.4A汀 qq, JL lm , Mq uZM, , 5. .職耳 , P16 
8 ソロダイヨフが発展させたソフィア論はその弟子達プルガ-コフ(1871-1944年)､ベルジャーエフ(1874-1948
年)､フロレンスキー (1882-1937年)に受け継がれるとともに､ロシア象教主義運動成立に大きな影響を与え
た｡
ソロヴィヨフのソフィア論について(1878-81年執筆)｡ 
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フロレンスキーのソフィア飴について(1914年執筆ゝ 
rh ppBd c 川A〟 :他 州叩 以劇〃G e由叫 W 州伽 , usQpeC , m朋〃り柳 e仰 Oか叫 仔 P , 
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プルガ-コフのソフィア治について (1917年執筆)｡
C恥 C脚 Neee岬 誠･.(軸 叩劇 W り肘α甲朗川鱒,M bc叫 1994r.地域軸 叩 .185-240. 
90e o coe, b地政灯h 放iirm此卿 hnfT 90Shk ,. ･5.hhmShlmDiJ e桝 nht 細叫野鶴F kut18,ur雛叩S別92I
邦訳 ゲルショム･ショー レム著 山下肇 ･石丸昭二 ･井ノ川汁･西脇征纂釈 Fユダヤ神秘主義J､法政大学
出版局､1985年､301-303貢d 
10n抑 伽 oeIK C w JC 〃u:OW 桝叩 劇 〃 伽 e加帥叫 副軸 伽 注 8,l ptCd ,mmnり聯岬 船お〃 A榔 Oi ( )
叩 375,377,380. 
11シャガールがブロークを敬愛していたことについて自伝 (江 7)を参照｡ 
MBp鷺u 血 胸 好打b ( ), .4血W , 注 7 叩 9.弗釈 133貢｡ 
I2 1901J2年執筆､1904年刊行｡ 
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モーセ五雷｣)は r口伝 トー ラー｣により､現実世界に員するようになる｡ トー ラーは様々
な意味と意味層を担い､その文字の配列の全ては宇宙にはたらく神の力のひとつひとつのシンボルであり､神
と地上の現実世界とを媒介する｡この文字は神の名を示す文字であり､創造に廃して神が道具として用いるも
のである｡ トー ラーにおける文字の基本原則に関してショー レムを拳牌｡ 
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邦訳 ゲルショム･ショー レム著 小片昭･岡部仁釈Fカバラとその魚群的表現J､法政大学出版局､1985年､ 
45-116貢｡ 
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邦訳 ミハイ-ル ･バフチ-ン芋 川線香男里釈 rフランソワ･ラプレー の作品と中世 ･ルネッサンスの民
衆文化JI､せりか書房､1980年､第 3章､第 6も 
15桑野隆 Fバフチンと全体主義J､東京大学出版会､2003年､136-156貢｡ 
16 ≪ユダヤ劇場-の入辞≫のほか､様々なシャガール舞台作品にバフチン的な肉体機能 r肉体的下層｣の再生
力があるとシャツキフは指溝している｡ 
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lO ApotlryPeBR,Kp bW 〟d叫ecM o甲 ぬ DeOG御 伽aNL73α仰 叩 絶叫射場枇衿 IeW叩血 m 劇場ちM餌 mai 
199T拙軌抽叩 貯円 , .4-5.8F. め 叩 363I
弗釈 アローン･グレー ヴィチ著 中沢敦夫釈F同時代人の見た中世ヨーロッパ:十三世髭の例話よ平凡社､ 
1995年､486494貢｡ 
20HAⅡⅦ cKaJ,TeanpML申W LuLW a,Bm血 K,2004r.伽 .ⅥyBrry,"cTI34.
アブチンスカヤはフレイテンベルグの理論が表れた作品として≪集 ≫(1906年)を挙げている｡この作品では小
さな棺を運ぶ死の弔いという主題のもと､陰気で滑稽な行進と挿り､アクロバットがある｡しかし､この作品
の死体は≪死者≫(1908年)のように人気のない通りを意味するイディッシュ静イディオムの可視化ともとれ
る｡この点から≪死者 ≫(1908年)を解釈した下記を参照｡ 
Zi m血 iMiies` 'Jw hbJbs, oJ H,o., 叫17, Jim iyⅦ A i J sl,℃b群山seis o *仙 fw肋 J Vl5血血 98HめけWthv t
ofeusb ,.9Jramp7. 
21o搾he6pOi 肋ゆ〟A岬 伽 朗 Wn M加 叫 98,T.0.der M, , 17rCP11

22フレイザ-はプリム条の起源をバビロニアのサカエア条にたどり､先史時代の甫ヨーロッパと酉アジアの文

明に共通する呪術的儀式を見出した｡つまり､ハマンとワシュティが旧年の死にゆく植物として没落し､モル
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デカイとエステルが新年の活力ある植物として権力を得る｡ 
Ja s cr r ,kgl oqhprVL比叫gKn&199, e Pessp･5411meGopFw rT od"b g,at 0nLM仙 r ,p39 ･ 
23プリム条から聖史劇が生まれ､さらにイディッシュ劇串へ発展する凍れについて以下をさ席｡ 
BebcP∞nW lnL harj oiLqe山川an,93LAg ' mm,pp3-7aie i - i,CTeheq svbbZ, はne17,' edHo e .13
24マゾッホ(1836･1896年)による､プリム条を虜材にした小税では､ウクライナの農民や熊の扮装をする者が登
辞する｡さらに､ハマンの仮装をした､道化的役割を持つ主人公が様々ないたずらを仕掛 ナ､ヒロインの境遇
を逆転させる｡
レオポル ド･フォン･ザッハ--マゾッホ書 中滞英雄釈 ｢ハマンとエステル ポーランドの物帝｣『ユダヤ
人の生活 マゾッホ短編小説集Jl所収､柏書房､1994年､107･119貫｡ 
25プリム集で十字架にかけたハマンの人形を焼くことはキリスト教徒にとって官漬行為とみなされ､ローマ皇
帝がこれを禁じる勅令を出した｡フレイザ- (注 22)事牌｡ 
Janes eT r , 曲 og 注 2),.9.z GoPFw 刀kg 〃b qA ( 7 p32
26メイエルホリドのビオメハニカとシャガールによる 《死せる或》挿絵の登馨人物の身携りの類似性が精糖さ
れている｡ 
Hh c騰貴,Mq Luaam一仇 野叩榊 如 MbcxBa,1995r･b ･推抑細 耳¢町m O,叩 ･10･ 
27M叩鷺仙 川,Mm 湖 Wb(注 7),叩 .171.弗釈 249貢｡ 
2I後にユダヤ人の生活が改善されないことに気づき､く革命≫(1937年)でレー ニンを皮肉った｡ 
2'Map鷺u町叫 肋 棚 〃b (江 7),叩 .136.弗釈 198貫｡ 
)oM叩鷺仙 nu,肋 棚 〃b (注 7),叩 .111.邦訳 161貢｡ 
81画面右上にキリル文字で ｢シャガールがピカソ (のことを)考えるのにはうんざりするJ､画面下ズボン部分
には ｢ピー ク (ピカソあるいはピーク)のことを考えて｣と書き込まれている｡ 
32ただし､ピカソの初期シュルレアリスム的なアクロバットの形はシャガールの作品から完全に消えるわけで
はなく､例えば≪町の夷 ≫(1945年)で人間の魂を描くときに明確に使用された｡ 
3Mey d Jl叫 'iub 恥 f lBil, r1dL4 * ,( ),p1819訂Sq jt, 1slsd o q de beMh 7A 9uoα肋 注 3 p･2･2･ 
34フロイトの機知に関する著作はユダヤの冗萩を多く凍り上げていることが知られている｡この機知と滑稽と
の相連について以下を参乱 
Si tb 7u,k 耶お肌 Je hq t .Lr- 叫 2騨 ILdFt dLy s加 地 bgZM l叫 ･kH , 199,
 
Fih訂 J血 仙血 S1329
Sb TL t ,.9-4.

邦訳 フロイト書 生松敬三 他釈 r機知-その無意識との関係 -Jrフロイト著作集 4｣所収､

人文書院､19帥年 375421頁｡
 
35 偶像否定から人間をそのまま描くことができないため､人体の一部を動物に履き換えた｡ 
FrDZMqe, edwαもNY,94叫 mm,rb octllnp15aL rMm 功呼蛾 Lld ..16, Ab t.yRbrAe,.3･ 
36 ｢切られた首｣が持つ r死を穏えた生命｣､｢死と復活｣のイメージについて以下を事乳 ただし､美的 ･官
能的イメージはシャガールの作品にはみられない｡
高幡秀爾 r西欧芸術の精神J､青土社､1986年､275-322貢､611J36貢｡ 
37ドプジンスキーの作品の斬首とシャガール作品との影響関係の指蒲について以下を参照｡ただし､r切られた
首｣が恵辺に履かれている点は≪私と村 ≫(1911年)の背景建物入り口に配覆された頚部に近い｡ 
M叫amRqn, 1Tkadtn lP , a w血 AlVl2f22J e,95199,iq叫 :tersadded 仙 fJ hr,o.1 ,d m 19/ 6H曲帽W 
U叫 o血mse.p4J7f dmp.1 . 
M血 Bh h hn仇 聯耽L o, 8PA血 rsLm e.p7-5e, mdn199,hi Pe i tdp.37.

邦訳 モニカ･ボーム-デュシェン著 高階絵里加釈 『シャガールム 岩波書店､2001年､73.79貢｡
 
3'･A地 , trt 柳 cqRl kq 叫 98S23ET mnDkEfin血 sh 鵬i 18,.5.
邦訳 E･T･A･ホフマン著 深田甫釈 r悪
叫
魔の養練｣F
tuDe
ホフマン全集第 6巻J所収､理恵社､1993年､445貢｡
ホフマンの他､レオニード･アンドレ-エフ(1871-1919年)も斬首と弦楽券の融合を描写している｡灯された
一本の蝋燭に人の一生を集散した劇 r人間の一生｣は 1907年に執筆､同年モスクワとペテルプルグで上演さ
れた｡ 
JteoEW A岬 8,"XmI払 ¶㈹ 鳴emT,加 桝,Mbc叫 1991r･恥 触 慮n桝孤 ,CTP.112.
英訳 山袷 indee,Tk ieomn,ed i t.yCl柁n aq的dF N wt SondA ryq "telf f a-La ･棚 rb a 併 L MBd d c m cq 
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図 4 マルク･シャガール ≪日没≫ 図 5 マルク･シャガール ≪人類の創造≫ 
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図 6 マルク･シャガール ≪エルサレムへの約束≫ 図 7 マルク･シャガール ≪イサヤの祈り≫ 
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図 8 マルク･シャガール ≪蛙の板を割るモーセ≫ 図 9 マルク･シャガール ≪出エジプト≫ 
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図11 マルク･シャガール ≪エデンの楽園≫ 
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図15 マルク･シャガール ≪ミリアムの踊り≫ 図16 マルク･シャガール ≪ダヴィデと獅子≫ 
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